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Ⅰ　はじめに

　本学のピアノ実技指導は，学生一人ひとりの進度
に合わせた個人レッスン形態を取り入れている。子
ども学科第Ⅰ部１年生には教員４名，子ども学科第
Ⅲ部１年生には教員５名が担当している。保育者養
成におけるピアノ実技指導の一考察から，入学生ピ
アノ経験アンケート調査より2019年2020年の入学生
は50％～60％がピアノ未経験であること，また，
2020年度入学生の経験年数と習い始めた年齢調査か
ら，半年～３年以内の経験51.7％と幼児期の短期間
の経験があり大半は高校生からの経験であることが
分かった。経験者であっても経験年数が少ない学生
にとって，保育現場が求めている行事や季節の曲が
すぐに弾けるとは言い難い状況である。ピアノ未経
験者や経験年数が少ない学生に対してピアノ実技指
導はどの教員も試行錯誤しながら指導法を模索して
いる。
　ピアノ実技指導の研究発表では，鈴木（2015）の
ピアノの演習授業目的の設定，授業計画の実行，学
生自身が実感できる成果を上げるための工夫など授
業改善点について挙げ，「弾き歌い」が学生たち自
身の夢や目指す職にとって必要な技術であると理解
できるとピアノ初学者も経験者も納得して練習し，
大きな成果を生むと感じられると報告している１）。
ピアノ技術の表現力に着目した研究に，早川
（2016）の音楽の還元分析から主要な音や諸音の関
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係性が視覚化から，楽曲の理解や解釈が促され音を
強調・関係性を意識しながら表現方法を創出すると
いう工夫につながったと報告がある２）。浅見（2019）
は授業構成の整理からコード伴奏を指導するには，
旋律と歌詞の特徴を掴むためにも旋律の知覚・感受
をすること，旋律を支えるためのコード伴奏のアレ
ンジということを前提に授業構成をすることが有効
であると述べている３）。
　本研究では，「音楽」の授業科目から，必修曲と
して取り入れている季節や行事の童謡曲，学生の任
意で選曲する童謡曲について難易度別にピアノ実技
指導の実践を行い，次年度の授業内容の見直しや課
題曲の選定を含め，実技指導の取り組みについて検
討することを目的とする。

Ⅱ　課題内容と実践指導法

　保育者養成校におけるピアノ実技指導の一考察で
は，「音楽」の授業全体の内容説明やアンケート調
査による考察を行ったが，本研究は童謡曲A・B・C
グループ難易度別の課題曲について曲目，概要説明
とピアノ指導についての実践報告をする。

Ⅱ－①童謡曲Aグループ

表１
童謡曲Aグループの課題曲と概要

課題曲

むすんでひらいて　手をたたきましょう　大きな栗の木の下で
ぶんぶんぶん　★たなばたさま　とんぼのめがね　★お正月
★ごあいさつ おやつ　かたつむり　とけいのうた　ぞうさん
★チューリップ（ヘハニト）★ちょうちょう（ヘハト）うみ　ゆき
夕焼け小焼け　★春がきた　★まつぼっくり　★ジングルベル
おはようのうた　★こいのぼり　クラリネットをこわしちゃった
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課題曲
の概要

・童謡曲22曲，その内必修曲９曲を配置する。
・保育現場で使われている季節・行事・生活の童謡曲を配置する。
・技術レベルは「やさしい」童謡曲を配置する。
・学生が幼いころから馴染みのある曲目を配置する。
・ 全体に右手がメロディーラインを演奏し，左手でコード伴奏
（和音の基本形・転回形・分散和音）で演奏する。
・移調奏の２曲では，原調ヘ長調からハ・ニ・ト長調に移調する。

「むすんでひらいて」４）作詞者不詳・ルソー作曲
　学生は前段階でⅠ，Ⅴ７の和音の弾き方を学んで
いる（『やさしいピアノ伴奏法』1995）５）が，ここか
らは主要三和音Ⅰ，Ⅳ，Ⅴを扱い，同時にコード
ネームから演奏することを習得する。指導の手順を
記す。
　初めに，楽譜を見て進み方を確認する。前奏が書
かれていないため，終わりの４小節を前奏に充て
る。D.C.とFine，フェルマータの意味を確認，Fine
から前に４小節を数えるため，５小節目から８小節
目が前奏となる。調号がないことからハ長調である
ことも確認する。次に右手の練習をする。よく聞き
馴染んだ可能性の高い曲であるが，楽譜にまだ不慣
れな学生が多く，音とリズムを正しく読み，適切な
指使いで練習することを指導する。まずゆっくり正
しく，間違えないよう丁寧に，階名や歌詞をうたい
ながら繰り返し練習して慣れていく。前奏の開始音
ソを５指で始め，８小節目までは順番に並んだ指の
まま弾く。次のフレーズはラがあるので，指全体を
右隣りにずらして９小節目のミを２指から始めるこ
とを薦めているが，３・４・５指は連続すると動きに
くいため，場所を間違えないで弾けそうであれば，
ミを１から弾くことも薦めている。指使いはいずれ
学生自身が適切な指使いを自分で判断できるよう
に，また学生一人ひとりの手指の状態や動きを見て
話すよう心がけている。基本として指を１本ずつ，
鍵盤一つずつに順番に並べて置いておくこと，レ
ガートで弾くことを念頭に，フレーズごとに最も高
い音・低い音を見てそのフレーズの初めの指使いを
決めることを指導している。次に左手の練習をする
が，まず，前段階の確認と主要三和音を考える。前
段階では，ハ長調・ヘ長調・ト長調の２コードを扱っ
た。２コードはⅠ，Ⅴのところ，Ⅴの代わりにその
発展したものといえるⅤ７を扱い，右手で弾くメロ
ディーの音に合わせた使い方を学習した。
　ここでは，主要三和音（Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ）をコード

ネームとともに覚える。

　まず，基本の動きを練習する。和音とともに手の
形を覚えて，和音記号またはコードネームを言いな
がら弾くことを繰り返して慣れておく。
①Ⅰ → Ⅴ → Ⅰ（１指はそのまま動かず，３指と
５指が左隣りにずれて戻る）

②Ⅰ → Ⅳ → Ⅰ（５指がそのまま動かず，１指が
右隣りへ，３指の右隣りの２指が弾いて戻る）

　この曲は①と②の和声進行の組み合わせによりで
きているので、この基礎練習が有効である。ピアノ
経験のある学生にとっては確認ができ、初歩の学生
にとっては和音から和音への動きが身につき、実際
にスムーズに左手練習から両手練習に進めているよ
うである。次に，左手を楽譜通りに練習する。階名
や歌詞をうたいながら左手を弾くと，より慣れてい
くことができ，暗譜にも繋がる。そして次に，うた
わないで両手で合わせて弾く。このときに大事なこ
とは，片手でできるようになったことが両手でもで
きるように，間違えないよう確認しながらゆっくり
丁寧に合わせることと指導している。それから弾き
歌いを繰り返し練習して，慣れていく。

　左手はコードネームが書かれているところで弾く
と考える学生が多い。拍を感じられるように和音を
１拍目に弾くのはもちろんだが，分散和音で弾くこ
とも可能であり自由である。実際に現場で子どもた

楽譜１（主要三和音Ⅰ，Ⅳ，Ⅴ）

楽譜２（むすんでひらいて）
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ちが音楽を楽しむためにさまざまなアレンジも必要
だが，初歩のここでは基本を身につけることを優先
する。

「手をたたきましょう」４）小林純一作詞・作曲者不詳
　ハ長調，Cと書かれた４分の４拍子である。終わ
り４小節を前奏として使う。
　右手の指使いでは，「ソファミレド（21321）」で
指くぐり（１→３）をするときにリズムが転ばない
よう気をつける。難しい場合は，「ラララ（333）」
から飛んで「ソファミレド（54321）」へ用意する。
しかしながら左手がちょうどⅣからⅤへの難しい和
声進行の部分なので，飛ぶよりは21321を薦めたい。
１小節目のミを２から始め，９小節目でソを２に移
動すると，２と１の指を開くところはあるものの，
14小節目まで移動することなくそのまま弾くことが
できるため，薦めている。

　左手は前述した通り，ⅣからⅤへの進行が難し
く，間の鍵盤を触ってしまうことが多いため，ここ
でも基本練習を薦めている。前述の①②に加えて③
を繰り返して手に動きを馴染ませる。
③Ⅰ → Ⅳ → Ⅴ → Ⅰ（①②を組み合わせた形で
ある。Ⅳ → Ⅴの進行は右側のⅣから真ん中のⅠ
を弾かずに左側のⅤへ移動する。）

　「むすんでひらいて」と同様に，階名や歌詞をう
たいながら，片手および両手の練習を積み重ねてい

楽譜３（手をたたきましょう）

く。
　どの曲も譜読みや練習の初めに時間がかかるが，
あきらめずにコツコツと，ゆっくり正しく丁寧に練
習を積み重ねていくことが大事である。学生が卒業
後，忙しく仕事をしながら多くの童謡を自力で練習
して子どもたちを指導したり，楽しませてあげたり
することを考えると，初歩段階のこれらの童謡の弾
き歌いにおいて，音楽の仕組みや練習の仕方を理解
できるよう個々に合わせた指導が特に大切と考え
る。

「ちょうちょう」４）野村秋足訳詞・スペイン民謡
「チューリップ」４）近藤宮子作詞・井上武士作曲
　元々，「ちょうちょう」はスペイン民謡であるが，
「チューリップ」と共に春の歌として昔から親しま
れ，誰もが一度は歌ったり聞いたりしたことがある
と思われる。本学はこの２曲をどの年齢の子どもに
も歌えるようにと考え，ヘ長調の曲をハ長調，ニ長
調，ト長調に移調奏する課題を設けている。しか
し，学生にとって必修曲の「ちょうちょう」「チュー
リップ」の移調は難しく，すぐには取りかかりにく
いのが現状である。ここでは上記２曲の移調奏につ
いて触れていく。
　学生は，童謡に取りかかる前に，コード伴奏（２
コード）のハ長調，ヘ長調，ト長調の学習をする。

　指使いに関しては，両手の親指を１とし，小指の
方向に向かって人差し指２・中指３・薬指４・小指
５の指番号の説明も加える。まず和音Ⅰ，Ⅴ（Ⅴ７）

楽譜４（ハ へ ト ニ）
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を理解した上で，コード伴奏での知識を利用し，そ
れぞれ♭系長調と♯系長調への移調を試みる。「こ
どものうた200」内の楽譜は，２曲共ヘ長調である。
ハ長調，ト長調に移調していく。更に「チューリッ
プ」の場合は，ニ長調にも移調することが課題と
なっている。移調譜を作成するためには，それぞれ
の音階によって，調の調号や主音（ⅰ）になる音を
理解する必要がある。

　童謡は弾き歌いが基本なので，同時に歌の部分も
調にあわせ音の高さを変えられるようにする。だ
が，学生にとって移調することは初めての試みなの
で，下記の説明も加えながら指導していく。
「移調奏ちょうちょう」
　使用している楽譜が♭系のヘ長調なので主音と楽
曲中の音の配置を理解して，ハ長調，♯系のト長調
へ移調していく。右手は主音からではなく，その調
の属音（v・５番目の音）から始まっている。左手
の和音は基本のⅠ・Ⅴ（Ⅴ７）の和音を分散和音に
している。基本的に前奏がない楽譜の場合は，終わ
りの４小節部分を利用し前奏とする。ヘ長調の場
合，主音はファ（音名ヘ）になる。（楽譜５②参照）
上記で述べたように右手は属音から始まるので，ド
からである。調号は♭一つなのでシの音に気を付け
る。
　ヘ長調と同様，ハ長調，ト長調もそれぞれの調の
調号など楽曲の構成を理解し，音の動きに従って，
左手もⅠ，Ⅴ（Ⅴ７）の分散和音を実践できるよう
に指導する。
　ハ長調，ト長調と共に共通していえることは移調
しても指使いは同じで，右手５，左手５から始め

楽譜５（①②③④）

る。次の音は右手３，左手の和音は３と１を使う。
例えば，ヘ長調の場合，右手ド（５），左手ファ
（５）から始めることになる。その後の右手ラ（３），
左手の和音は，ラ（３）・ド（１）を使う。
　ハ長調の場合，調号は無く，主音はド（音名ハ）
である。（楽譜５①参照）
　この場合も属音のソの音から始まることに注意す
る。右手ソ，左手ドの音が共に５の指から始まるこ
とになる。
　ト長調の場合，主音はソ（音名ト）である。（楽
譜５③参照）この場合も属音のレから始まる。調号
が♯一つなのでファの音に気を付ける。右手レ，左
手ソが５の指から始まる。

「移調奏チューリップ」
　「チューリップ」もヘ長調からハ長調，ト長調，
そしてニ長調に移調する。それぞれの調の主音と楽

楽譜６（ちょうちょう へ ハ ト）
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曲中の音の配置を理解する必要がある。右手の最初
の音が主音から始まっている。左手も主和音（Ⅰ）
から始まっていることに注意する。基本のⅠ・Ⅴの
和音が出てくる。（楽譜４参照）
　ハ長調，ニ長調，ト長調は，共に指使いも共通し
ている。右手は１，左手の三和音は５・３・１の指で
始める。
　ヘ長調の場合，主音はファ（音名ヘ）である。（楽
譜５②参照）
　調号が♭一つなのでシの音に気を付ける。上記で

述べたように，右手は主音のファから始まるので１
の指を使う。左手は主和音のファ（５）・ラ（３）・
ド（１）から始まる。右手の次の音は，ソ（２）・
ラ（３）につながる。
　ハ長調の場合，主音はド（音名ハ）である。（楽
譜５①参照）
　調号は無い。右手が主音のド（１），左手の主和
音はド（５）・ミ（３）・ソ（１）になる。右手の次
の音は，ヘ長調と同様，レ（２）・ミ（３）の指に
つながる。
　ニ長調の場合，主音はレ（音名ニ）である。（楽
譜５④参照）
　調号は♯二つなのでファ・ドの音に気を付ける。
右手は主音のレ（１）から，左手は主和音のレ（５）・
♯ファ（３）・ラ（１）から始まる。右手の次の音は，
上記で述べたようにミ（２）・ファ（３）である。
　ト長調の場合，主音はソ（音名ト）である。（楽
譜５③参照）
　調号は♯一つなのでファの音に気を付ける。右手
は主音のソ（１）から，左手は主和音のソ（５）・
シ（３）・レ（１）から始まる。ここでも右手の次
の音は，ラ（２）・シ（３）の指を使う。

　以上の点に気をつけながら，それぞれの課題に取
り組めるように学生を導く。保育現場では，ただピ
アノ譜を見て弾き歌うだけでなく，移調することに
よって，対象となる幼児の発達に合った無理のない
音域で歌うことも可能に出来る。今回の知識を応用
し，他の曲の場合にも移調奏を役立ててほしい。

「まつぼっくり」４）広田孝夫作詞・小林つや江作曲
　保育現場では，季節に関する歌を歌う場面が多
い。そこで子ども学科１年で弾き歌いをする「まつ
ぼっくり」を取り上げ指導法について述べる。
　「まつぼっくり」は１年生全員が弾かなければな
らない必修曲である。この曲は，２/４拍子である。
シの音に♭（フラット）が付いていること，また
ファの音（音名ヘ）で終わっていることからヘ長調
の曲であることが分かる。拍子，調については，
小・中学校の音楽の授業で学習しているが，改めて
確認したうえで曲に取り組むようにする。 なお，
この楽譜のように前奏がない曲については，曲の終

楽譜７（チューリップ へ ハ ニ ト）
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わりから４小節前を前奏として弾く。
　この曲は，ヘ長調の３コードを基本とする分散和
音である。練習法として，まず基本の３コードを
使った伴奏で曲終わりまで弾いてみる。次に楽譜の
分散和音で弾いてみると基本の３コードに比べて素
朴な口調で語られる昔話を聞いているような一定の
リズムがあることが分かる。それは，この曲のメロ
ディと分散和音のリズムがほぼ同じ形で進んでいる
からだと考えられる。

　A→B “ラ ソ ソ フ ァ” Bの ♪ →C→D→ 
E→F “ファファレレファファドドラ ファファソ”
へとお話がつながるように分散和音の形が変化す
る。またCのシファレファ→Dのラドファラ→Eが
ファドラドではなくファドファラになっていること
から，まつぼっくりが山のいたるところに転がって
いる様子を表現していることが分かる。指使いにつ
いては，Dのラドファラを５→４→２→１，Eの
ファドファラを５→１→５→３とする。ここで，そ
れまでのテンポがCの “ファファレレ” から明らか
に遅くなる学生がいることから♩＝84（お話しする
ように）と記されているとおり，落ち着いたテンポ
で弾きはじめることが大切である。これによりCか
らの動きのある分散和音に変わっても曲の終わりま
で一定のテンポで弾くことができると思われる。こ
の楽譜のように分散和音を効果的に使って弾くこと
により，曲の情景を思い浮かべつつ，お話しするよ
うに素朴なイメージで弾き歌いができるように指導
する。

楽譜８（まつぼっくり）

Ⅱ－②童謡曲Bグループ

表２
童謡曲Bグループの課題曲と概要

課題曲

★豆まき　しゃぼんだま　先生とお友だち　★おべんとう
歯をみがきましょう　★おかえりのうた　アイアイ　ジングルベル
★どんぐりころころ　ミッキーマウスマーチ　思い出のアルバム
こどもの世界　おもちゃのチャチャチャ　おばけなんてないさ
めだかの学校　たき火　うれしいひなまつり　おへそのうた
南の島のハメハメハ大王A　ふしぎなポケット　犬のおまわりさん

課題曲
の概要

・童謡曲21曲，その内必修曲４曲を配置する。
・保育現場で使われている季節・行事・生活の童謡曲を配置する。
・技術レベルは「やや難しい」童謡曲を配置する。
・ オリジナル楽譜で演奏する他，右手がメロディーラインを演奏
し，左手でコード伴奏（和音・分散和音）の曲目も配置してい
る。

・ 就職試験対策用に時期を問わず対応できる童謡曲（犬のおまわ
りさん，ふしぎなポケット他）を配置する。

「おもいでのアルバム」４）増子とし作詞・本多鉄麿作曲
　本科で学ぶ「まつぼっくり」と「おもいでのアル
バム」は，ともに伴奏に分散和音が使われている。
分散和音は，それぞれの曲のメロディーに合わせ和
音を構成する３つの音（ドミソ）を基本に根音→第
５音→第３音→第５音の順番で分けて弾く形や根音
とそれ以外の音を弾く形などがあり，これにより，
軽やかで一定のリズムを感じさせる効果がある。
　「おもいでのアルバム」は，学生自身が１年生の
指定課題曲の中から選曲するものであり，難易度は
中級程度と誰でもが簡単に弾ける曲ではない。しか
し，アンケートの結果，この曲を選曲する学生が59
人中31人と半数を超えている。このように多数の学
生がこの曲を選択した理由として，卒園時に歌われ
ることが多く，歌詞・曲ともに抒情的であるからだ
と考えられる。
　この曲は，ハ長調，６/８拍子であることから１
小節に八分音符を１拍とした６拍分が入る。
　またハ長調の３コードを基本とする分散和音が使
われていることから，これらを認識したうえで，ま
ず和音で弾いてみることにより和音の構成や進行な
どを理解することができる。先にも述べたとおり，
学生の過半数がこの曲を選曲しているが，選曲しな
かった学生の中には，ピアノ初心者であることか
ら，分散和音による伴奏が難しいと感じた者が多い
ようだ。これらの学生にとって，この曲を分散和音
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ではなくハ長調の３コードでの伴奏付け，つまり簡
易伴奏で弾くことにより，レパートリーの１つに加
えることができれば自信に繋がるのではないかと思
われる。この曲のように６/８拍子で作曲された童
謡は数少なく，この拍子および歌詞が春夏秋冬それ
ぞれの季節における園生活の思い出により構成され
ていることが相まって様々な情景が思い浮かぶ美し
い曲であることが分かる。これらのことから楽譜に
あるスラーや強弱記号に留意することが大切である
と考えられる。

　特にA（mp，クレシェンド）→B（mf，クレシェ
ンド）→C（f，デ・クレシェンド）を十分に表現す
る。また，Cの分散和音がG7→G♯dim7（経過音）
→F→Cへと次々に変化することにも注意する。指
使いについてはAのシレ，Bのレファをそれぞれ１，
２で弾くことにより先の音に進みやすいと思われ
る。歌については，自然なブレスで響きを大切にし
ながら表情豊かに歌うようにする。響きをつかむに
は，ハミングで歌ってみることにより響きが鼻に集
まることを感じ取り，その響きの場所を十分に意識
しながら歌詞をつけて歌うようにする。以上の点に
留意して６/８拍子の１小節を大きく２拍に感じな
がら表情豊かに弾き歌いできるように指導する。

「おべんとう」４）天野　蝶作詞・一宮道子作曲
　この曲は，保育現場や遠足の昼食時間の始めによ
く歌われる曲である。振りも各園で考えられ，幼児
が踊りながら歌うことも多くある。幼児が踊りなが
ら歌うことによって，気持ちの切り替えが自然と行
われ，今から昼食を食べる雰囲気を作ることができ

楽譜９（おもいでのアルバム）

る楽しい曲である。
　最初に出てくる①のリズム（付点八分音符と十六
分音符からなるリズム，「タッカ」と呼ばれる）が
多く入っており，このリズムによって楽しさを感じ
られ，学生にとっても印象に残り，演奏に取り組み
やすい曲である。しかし，その後の②のリズム（八
分音符が２つ連続するリズム，「タタ」と呼ばれる）
が，①のリズムの直後の拍に表れているため，この
２つのリズムの弾き分けが難しいようである。ま
た，①のリズムを意識すると，②のリズムを①のリ
ズムとして演奏してしまい，①のリズムであるの
か，②のリズムなのかと迷ってしまう状況も出てく
る。この曲を知っている学生も多いため，リズムの
弾き分けができるようにと歌いながら演奏させる
と，幼児期の記憶も確実でないため，意識せず①の
リズムで統一して演奏することが多々ある。

　①と②のリズムを弾き分けるために，（１）～
（３）までの手順で指導する。
（１）リズムの説明
　①のリズムの付点八分音符は基準となる四分音符
１拍分を４分割した３つ分，十六分音符は４分割し
た１つ分，②のリズムの八分音符は四分音符を２分
割（半分）にした１つ分であると説明する。
（２）言葉「おべんと」を用いたリズム練習
　リズムの違いを理解するために，言葉を当てはめ
た練習を行っている。その方が理解しやすく，ま
た，声に出して練習ができるので，曲名である「お
べんとう」からとった「おべんと」という言葉を１
拍に入れる練習方法が効果的である。①のリズムは
「お」と「と」に当たり，②のリズムは「お」と「ん」
にあたる。いきなり演奏せずに，「おべんと」とリ
ズムに当てはめながら手を叩いてリズムになれるよ

楽譜10（おべんとう）
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う練習をする。その後声に出さずリズム通り手を叩
けるようになれば，ピアノで演奏へ移行する。

（３）ピアノ及び弾き歌い練習
　反復練習で習得したことをもとにピアノ練習から
始める。しかし，演奏に慣れてくると，リズムの間
違いが再び起こることもあるので，適宜言葉を言い
ながら手でリズムを叩く練習を取り入れることも必
要もある。コード進行としては，基本であるⅠ
（ド・ミ・ソ），Ⅳ（ド・ファ・ラ），Ⅴ（シ・レ・ソ）
という主要三和音から成り立っているため，取り組
みやすい。そのコードは，左手で演奏することにな
る。リズムは四分音符で統一されているため，拍を
とる役割をしているので，メロディーが弾きやすい
と考えられる。保育現場では，必ずしも楽譜通りの
リズムで伴奏を弾いたり，または，子どもが歌って
いたりするとは限らない。
　テンポが速い伴奏では②のリズムが①のリズムで
演奏したり，子どもも同様に①のリズムで歌ったり
している。楽譜通りのリズムを伴奏するには，演奏
する速さも考慮して弾くよう指導する。曲を通して
出てくる①のリズムは「スキップ」という名称で例
えられるほど楽しさや嬉しさを感じられるリズム
で，幼児のお弁当に対する期待感を①のリズムで表
現できると，お弁当や給食がいっそう楽しい時間と
なるであろう。

「どんぐりころころ」４）青木存義作詞・梁田　貞作曲
　この曲は，秋の定番曲であり，幼稚園実習でも使
われる曲である。１番と２番の歌詞の内容はつな
がっており，１曲で物語が感じられるため，１番か
ら２番の終わりまで通して歌いたくなる曲である。
　この曲については，以下の３点に注意しながら指

楽譜11（リズム）

導する。
（１）音部記号の注意
　左手は最初にト音記号がつけられているが，見落
とす学生が多くおり，また，右手と近いポジション
をとることになるため，間違っているのかと思い，
どこの音域で弾くのかと迷っている学生も見かけら
れる。その際には，右手のト音譜表上に左手で演奏
する音を書き込んで音域を確認することが大切であ
る。歌唱が始まった部分では，１段目の終わりのヘ
音記号を見落とさないようにして，２段目に向けて
手のポジションを低音部に移動させることが大切で
ある。右手のメロディーに八分休符が入った時に，
左手のメロディーが合いの手のように演奏するとこ
ろは，曲のポイントとなり面白い部分であるため，
タイミングよく入れることが重要である。
（２）言葉の違いによるリズムの変化
　注意すべきは①の部分で，言葉のリズムによって
１番と２番のリズムが異なる。１番は右手と左手の
リズムは同じであるが，２番は右手と左手のリズム
が異なるため弾きにくさを感じるかもしれないが，
歌いながら練習してリズムに慣れていくことが大切
である。
（３）連続する十六分音符の和音の練習
　右手のメロディーは，歌唱旋律と同一であるため
取り組みやすいが，最後に十六分音符を和音で４個
続けて演奏するため，弾くのが難しいと感じられ
る。また，十六分音符が連続するリズムの中に３種
類のコードを入れることに学生は苦労している。こ
の練習方法としては，まず，３種類のコードを１回
ずつゆっくり弾き，和音を演奏する際の手の形を覚
え，徐々にテンポを速くしていく。その後，楽譜通
りの回数で弾くようにすると和音の部分の演奏が可
能となる。コードをきちんとつかもうとすると，最
後の小節だけかなり遅いテンポになってしまうた
め，繰り返し練習が必要となる。曲全体としても，
十六分音符が多いため，指遣いに難しさを感じてし
まうが，八分休符のところで手のポジションを移動
させるとスムーズに弾くことができる。
　この曲は，前奏から，どんぐりが跳ねる様子を高
い音で表現し，順次進行や両手のメロディーによる
反進行もどんぐりが転がって池に落ちる様子を表し
ており，一気に物語に引き込まれる。歌詞が表すど
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んぐりのかわいらしさが伝わるように演奏できると
よい。季節を感じられる曲であるのでぜひ取り上げ
てもらいたい。

「おかえりのうた」４） 天野　蝶作詞・一宮道子作曲
　この曲は、保育現場で帰りの会で必ず歌う歌であ
る。

　初心者用として左手の伴奏の重音のリズムと八分
音符のアルペジオをやめて全音符や二分音符で簡単
にした。指番号を指示することで５度以上離れた音
符でも迷わず弾くことができる。前奏は，高いドか
らスタートで５の指から始める。

楽譜12　13（どんぐりころころ①②）

楽譜14（おかえりのうた）

　（A）２小節目［ドソミレド］［52①②１］指越え
がある。（B）３小節目［ソソミレドレミファ］［５
５３２１②①２］指くぐりがある。（C）６小節目
［ミミレレド］［１①②２１］指越えがある。（D）
７小節目［ドレミソ］［１②①２］指くぐりがある。
（E）９小節目［ソソラソミレド］［２２３２①②１］
指越えがある。伴奏はコードがC（ドミソ）F（ド
ファラ）の２つとソドの単音を２つ使う。前奏は，
Cのコードだけである。歌が始まる３小節目は，C
のコードだけである。５小節目はFのコード，６小
節目はソドの単音にした。コードで弾くとCGCと３
つのコードを弾くところを最初のCを第二転回形で
ソ次にGの根音ソそして次のCの根音でドとするこ
とで弾くことは簡単になったがⅠⅤⅠの響きはその
ままである。７小節目はC，８小節目はF，９小節
目は６小節目と同じ理論である。
　中級は楽譜のままであるが難しい所もある。（楽
譜『こどものうた200』４）p64参照）まず，前奏の右
手の四和音が高いポジションであり，左手の弾き方
がペダルでつなぎながらの和音伴奏である。前半の
４小節は，右手は単音で左手は三和音で弾きやすい
方である。後半は，伴奏がアルペジオとなり右手の
メロディーのリズムと合わせる事が難しいところと
なる。ここでは，和音を分散させたアルペジオの左
手の部分をくり返し練習する。

　上級者用は，中級と違い和音が複雑になってい
る。和音が四和音になりメロディーが重音になるこ
とで広がりが心地よく感じられる。後半にアルペジ
オを入れて中級の元々のイメージを残している。最
後の２小節は，コードを一拍ずつ変えることで動き
のある響きになっている。

楽譜15（上級）
 
 

 

 
 

－133－



Ⅱ－③童謡曲Cグループ

表３
童謡曲Cグループの課題曲と概要

課題曲

★お母さん　うれしいひなまつり　サッちゃん　アイアイ
あわてんぼうのサンタクロース　南の島のハメハメハ大王B
アイスクリームのうた　アンパンマン　ドラえもん　サザエさん
こいのぼり　とんでったバナナ　お花がわらった　一年生になったら

課題曲
の概要

・童謡曲14曲，その内必修曲１曲を配置する。
・保育現場で使われている季節・行事・生活の童謡曲を配置する。
・技術レベルは「難しい」童謡曲を配置する。
・オリジナル楽譜を演奏する。
・ レパートリーを広げるため子ども達がよく知っているアニメソ
ングを配置する。

・ A，Bグループでコード伴奏で演奏した曲目を，Cグループでは
難易度の高いオリジナル楽譜（メロディーラインは歌唱で両手
伴奏や和音伴奏他）で再度演奏する。

「うれしいひな祭り」６）

 サトウハチロー作詞・河村光陽作曲

　前奏の一段目から指越えが出てきている。（A）
３小節目を［３３２①③］と弾く（○が指越え）二
段目の２小節目は指くぐり３小節目には指越えがあ
る。
　（B）２小節目は［③①３５］３小節目はそのま
ま戻って［３①③２１］（指越え）弾くと考えると
覚え易く，歌が始まる９小節目から伴奏が右手も和

楽譜16 17（うれしいひな祭り①②）

音になっている。（C）右手の重音の指番号は，１
と３で弾く。（D）12小節目の後半の十六分音符は
ミの♭を３の指で弾く。（E）16小節の後半左手の
十六分音符の指番号は［５４２１］でしっかり指を
広げる。（F）17小節目の伴奏はとても弾きにくく
右手の十六分音符と八分音符は［１③①４５］（指
くぐり）次の小節は，［４２①③３］（指越え）どち
らもソを①の指にして指くぐり，指越えをする。
（G）21小節目も［２③①５］（指くぐり）［３①③
２１］（指越え）とどちらもソを①の指にして指く
ぐり，指越えをする。指くぐり，指越えが多く難し
いが，同じパターンなので弾いてみると案外に弾き
やすいと思われる。   
　初心者用に（楽譜18）を指導する。

　前奏は，曲の最後をとっている。（A）［ミbレド
レミbソド］［３２１２③①４］指くぐりが入る。（B）
［ラbソミbレド］［２①③２１］指越えが入る。こ
の二箇所はどちらもソを①の指で指くぐり指越えを
することで難しさを感じさせないようにしている。
「ソソソファソソドラ」は２の指から弾き始める。
「ミミミレミミソミ」からは，ポジションが変わる。

楽譜18（初級）
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ミbの音を３の指から弾く。「ド－ドレドラソミミ」
は一オクターブ上のドである。（C）４の指から弾
く。（D）［ドラbソミbミb］はポジションを一つ下
げて［５３２１１］にする。これは黒鍵が１の指に
なり手の形としては弾きにくいのだが初心者は指が
順番に流れる方が弾きやすいと思われる。最後の
「ミ－レドレミソドラソミレド」は最初の前奏で弾
いたのと同じになっている。左手の伴奏は一つの
コードと単音をいくつかだけ使う。
　一つのコードはCm（シーマイナー）だけを使う。
Cmはドミbソであるが今回は易しくするためにド
とソの重音で使う。前奏は「ミ－レドレミソド」は
Cm「ラソミレド」はファソドと単音で弾く。本来
ならばFmG7Cmの和音を弾くのだがファソドの単
音だけでⅣⅤⅠのコード進行が感じられる。「ソソ
ソファソソドラソソララソ ミミミレミミソミ」ま
でCm，「レレミレド」ソードーと単音で弾く。
　この箇所も単音だがⅤⅠのコード進行が感じられ
る。「ド－ドレドラソミミ」はCm，「ソソドラソ」
ドファソと単音で弾くことで左手のポジションを全
く動かさないようにしてある。左手の指番号を注意
して弾けば，右手の旋律に集中出来るので初心者に
使用している。

「おかあさん」４）田中ナナ作詞・中田喜直作曲
　この曲は，子どもとおかあさんとの何気ない日常
の会話がそのまま歌になっており，歌の音域も１オ
クターブ以内と歌いやすく，右手に歌と同じメロ
ディラインがある。高度な技術を伴うCグループの
童謡ではあるが，このグループの他の曲に比べ弾き
歌いのし易い曲である。曲のテンポもゆったりとし
た穏やかなものであり無理なく歌いながら演奏でき
ることから，指導の第一段階は，歌と一緒に歌うよ
うに弾けるようになるまで右手の一番上の旋律線だ
けを繰り返し練習することに専念させる。（この段
階ではまだ前奏後奏は省いておく）
　次に，右手の下の声部をすべて親指（１）でおさ
える練習をして先に練習した旋律と合わせていく。
休符が多いので初心者でも数回の指導で簡単にでき
るようになる。ここまでで注意する点は右手の親指
は黒鍵にのることが多いことである。黒鍵は，２本
と３本のグループになっているがそのどちらのグ

ループとも一番左の１本に親指をおくこと，その際
には少し傾けて楽に鍵盤にのせると二分音符や全音
符が離れにくくなる。昨今の学生は細くて長い柔ら
かな指をしているのでかえってこのニ長調のゆった
りした曲でコードを押さえるタイプの曲は演奏しや
すいのではないかと思われる。
　ただし，この曲が難しいと学生が感じ苦戦してい
るのは，Bグループまでの曲にはなかった独特の個
性的な前奏と後奏を弾かなくてはならないことであ
る。
　保育の現場においてはすぐに歌で始めて後奏も無
くても困らないが，美しく流れるような前奏で歌を
導くことや，歌詞のシャボンの泡のはじけるような
かわいらしい後奏を演奏できれば，子どもたちに
とって音楽の美しさや曲想に合った歌うことの喜び
を自然と感じさせられる保育士であることができ
る。
　そこで私は，前奏後奏の指導にも重点を置いた。
　【前奏】
①左手を１から順番にゆっくりと鍵盤の上を歩くよ
うに拡げていく。

②右手はまずシンコペーションの部分を両手右左右
両手右両手右と口で言いながら１２２１１２３４
５２５２の運指を徹底してマスターさせる。

③２小節目への移動は，右手の１を黒鍵から半音上
げるためになめらかに滑らせてその反対に５を黒
鍵にのせる。左手は１は移動させないで２と５を
２を支えにしてすばやく扇を広げるようにサッと
開く。

④音型の上行下行に合わせて体重をかけたり抜いた
りすれば自然に音量調整ができるようになる。

　【後奏】
①まず右手は１オクターブ上の３本の黒鍵の左側に
のり，できるだけスタッカートをはじかないで４
拍目までは同じ間隔でおりてくる。

②左手は10小節目の休符のときに最後のシレを２と
４に持ち替えて１は黒鍵にのせ，４の隣に５を添
える。

③２かっこは１拍めはドッペルドミナントなので，
初めて３本グループの真ん中の黒鍵に左手の１が
のる，前の小節の５のすぐ下に移動させ，そのま
ま左に滑らせておろせばよい。
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④最後にダンパーペダルが踏めるようであれば11小
節目は踏みっぱなしでよいが12小節目は１拍ずつ
踏みかえ最後の左手前打音付きの音でペダルを上
げる。

　この曲をマスターできたら「お花がわらった」な
ど前奏後奏が華やかでペダルの効果もある，しかも
歌に入ればメロディラインが右手にあり弾き歌いが
容易にできるものに挑戦してほしい。

「あわてんぼうのサンタクロース」４）

 吉岡　治作詞・小林亜星作曲
　この曲は，両手伴奏で弾き歌いというタイプのも
ので，歌がしっかりと歌えないとリズム打ちに終始
してしまうことになる。歌いながら演奏するために
は，やはり歌がしっかりと歌えるようにしておくの
はこれまでと同じである。
　１番から５番まで絵本を読んでいるような展開の
歌詞に，裏打ちのアップテンポでノリノリの曲なの
で子どもたちには大人気の曲である。
指導のポイント
①左手だけの練習を徹底すること。特に４拍め経過
音がある３か所は繰り返し運指も個人の能力に
合ったものを使用する。

②歌詞がついているところは歌いながら左手のみ練
習する。

③右手はF音に５指を配置している和音の第一転回
形なので，１か所半音上がってまた＋半音下がる
部分がある。（13小節から15にかけて）

④19から20小節目の右手の移動は，B♭G♯に右手
の１の指がくるが，位置的には３本の黒鍵のグ

楽譜19（おかあさん）

ループの右から中央へ隣の鍵盤に移動するだけな
ので，一度覚えれば容易であると思われる。

⑤和音がつかみにくい学生には右手の真ん中の音
（２や４）を抜いて，まずは１と５でしっかりと
つかめるように指導する。

⑥前奏は，一度指くぐりを出だしと同じ八分音符の
ところで行うとフレーズも統一されて流れがよい
と思われる。

⑦曲想としてはアップテンポだが，出だしはサンタ
クロースがあくびをしているようにのんびりと，
３小節目で倍のテンポになるように楽しんで曲想
をつけてほしい。

　この曲と同じタイプのものには「クラリネットを
こわしちゃった」がある。またゆったりとした両手
伴奏の和音の裏打ちには「一年生になったら」など
応用できるものが多い。

Ⅲ　まとめと今後の課題

　「音楽」の授業課題から必修曲と任意に選曲する
童謡曲について，難易度別にAグループからコード
伴奏の２曲と移調奏の２曲，Bグループからは必修
曲４曲と選択曲１曲，Cグループからは必修曲１曲
と選択曲３曲について，各担当者が練習方法や注意
事項など実践している指導内容を記録した。その結
果，Aグループの２曲は事前に主要三和音Ⅰ，Ⅳ，
Ⅴをコードネームとともに覚え，左手練習から両手

楽譜20（あわてんぼうのサンタクロース）
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練習に移行することでスムーズに弾くことが可能と
なった。子どもの音域に合わせた伴奏ができるねら
いとして原譜（ヘ長調）をハ長調，二長調，ト長調
に移調奏では調号の理解と３コードの基本を練習す
ることから，原譜（ヘ長調）を見ながら移調奏がで
きるようになった。中でも黒鍵２箇所を弾く二長調
が主要三和音の左手が掴みにくく他の調号に比べ仕
上げに時間を費やした移調奏と分かった。今回の記
録からへ長調をハ長調と二長調にする移調奏は子ど
もの歌う音域に合わせるために必要であるが，ト長
調の移調奏は子どもにとって音域が高いため課題と
して必要かどうか今後検討する必要がある。
　Bグループの必修曲４曲は保育現場で頻度が高い
曲である。どの曲にも難しい箇所が含まれており，
ピアノ経験度が浅い学生とって楽曲の理解と弾き方
について一度に理解するのに時間を有する。リズム
の理解，リズムの弾き方，伴奏と歌詞の入れ方など
手順に沿って進める指導法が効果的と示された。
　上級者用のCグループは必修曲１曲と選択曲１曲
の合格が「音楽」の履修条件となっている。初心者
にとってどの曲も前奏部分から苦戦する姿が見られ
る。ABグループ同様にまずは右手の単旋律と歌を
一緒に繰り返し弾けるようにする。
　次に右手の重音旋律に合わせて歌を合わせ，左の
伴奏へと進む。前奏と後奏は部分練習を取り入れリ
ズムと指の運び，スタッカートやペダルの入れ方な
ど手順に添って進め仕上げていく。初心者には時間
をかけ部分練習の繰り返し練習を取り入れ仕上がる
よう指導していることが分かった。仕上がるまでに
かなりの時間を有する学生もいるが，難易度の高い
曲を仕上げ合格した達成感が意欲につながってい
る。
　現在，童謡曲集は数多く出版され，中でも簡易伴
奏譜は多く様々な伴奏譜が存在している。本学で使
用している『こどものうた200』については簡易伴
奏譜が少なく中級向けての童謡曲集と考えられる。
この曲集の指導実践報告から，初心者の学生には原
譜通りの演奏を追及すると音を奏でるだけになり，
子ども達と一緒に歌えるような童謡曲にならず一曲
を止まらずに弾くことが難しいことが分かった。そ
こで，学生の経験歴に合わせた指導法を導入するこ
とで，実際に子どもの前で実践できる伴奏に近づけ

ることができた。手順に沿って練習することから，
難しいリズムに挑戦でき原譜のままに弾けるように
なった学生も多くいる。この指導実践より教則本を
簡易伴奏曲集に変更せず現状の童謡集を継続するこ
ととする。
　今後の課題は，伴奏を止まらずに弾くことだけで
なく子どもたちが歌いたくなるような伴奏表現や弾
き歌いについて，どのような手順が必要で効果的か
を検討していくことである。さらに，実技試験の評
価項目にピアノ実技の評価に加え，弾き歌いの項目
を点数化することも検討課題である。また，初心者
向けに左手伴奏について調号別の主要三和音の基礎
的弾きかたや分散和音の弾きかたなど，知りたい時
にいつでも確認できるようオンデマンド型の動画作
成と導入について考えている。
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